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二
〇
一
三
年
四
月
、
日
本
銀
行
は
黒
田
総

裁
の
下
、「
二
年
で
二
％
」
と
い
う
物
価
目

標
達
成
を
目
指
し
て
、
前
例
の
な
い
巨
額
の

規
模
で
国
債
等
を
買
い
入
れ
る
「
量
的
・
質

的
金
融
緩
和
」（
以
下
Ｑ
Ｑ
Ｅ
）
を
開
始
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
物
価
目
標
達
成
が
一
向

に
見
通
せ
な
い
な
か
、
日
銀
は
一
六
年
二
月

に
は
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
付
き
」
Ｑ
Ｑ
Ｅ
を
、

そ
の
わ
ず
か
半
年
後
の
同
年
九
月
に
は
「
長

短
金
利
操
作
付
き
」Ｑ
Ｑ
Ｅ
を
打
ち
出
し
た
。

矢
継
ぎ
早
に
ま
る
で
目
く
ら
ま
し
の
よ
う
な

金
融
政
策
運
営
の
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る

う
え
、「
マ
イ
ナ
ス
金
利
」
や
「
長
短
金
利

操
作
」（
＝
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

は
、
一
般
に
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
に
く
い

の
で
は
な
い
か
。

そ
う
し
た
金
融
政
策
運
営
の
も
と
、
日
本

の
金
融
市
場
で
は
、前
回
み
た
よ
う
に
、オ
ー

バ
ー
ナ
イ
ト
（
＝
翌
日
物
）
と
い
っ
た
ご
く
短

い
期
間
か
ら
一
〇
年
物
、
二
〇
年
物
と
い
っ

た
長
期
の
年
限
に
至
る
ま
で
、
極
め
て
低
水

準
か
つ
フ
ラ
ッ
ト
（
平
た
ん
）
な
形
状
の
イ
ー

ル
ド
カ
ー
ブ
（
利
回
り
曲
線
）
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
諸
外
国
と
比
較
し
て
も
極

め
て
特
異
な
形
状
だ
。

今
回
は
、
日
本
の
短
期
金
融
市
場
に
焦
点

を
当
て
、
今
ど
の
よ
う
な
事
態
に
陥
っ
て
お

り
、
か
つ
て
同
市
場
で
活
発
な
取
引
の
下
、

短
期
金
利
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
き
と
は
ど

の
よ
う
に
違
っ
て
い
る
の
か
を
み
て
み
よ
う
。

１　

短
期
金
融
取
引
の
衰
退
は
顕
著

図
表
１
は
、
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
（
銀
行
間
）

取
引
が
行
わ
れ
、
日
本
の
短
期
金
融
市
場
の

本
来
は
中
核
を
成
す
コ
ー
ル
市
場
の
残
高
の

長
期
的
な
推
移
を
み
た
も
の
だ
。
コ
ー
ル
取

引
（
ご
く
短
期
で
回
収
で
き
る
た
め
「
呼
べ
ば
こ

た
え
る
」
貸
借
と
い
う
こ
と
で
名
付
け
ら
れ
た
）

に
は
、
無
担
保
、
有
担
保
の
二
方
式
が
あ
り
、

前
者
は
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
と
い
っ
た
ご
く
短

い
期
間
の
取
引
で
機
動
的
に
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。
そ
れ
ぞ
れ
最
盛
期
（
歴
年
末
ベ
ー

ス
）
に
は
、
無
担
保
コ
ー
ル
で
約
三
四
兆

円
（
一
九
九
三
年
末
）、
有
担
保
コ
ー
ル
で
約

一
四
兆
円
（
二
〇
一
一
年
末
）
の
残
高
が
あ
っ

た
。
日
銀
が
短
期
金
融
市
場
全
体
に
は
、「
必

要
最
小
限
な
ち
ょ
う
ど
の
分
」
程
度
の
資
金

し
か
供
給
し
て
い
な
い
も
と
で
、
市
場
参
加

者
の
な
か
に
資
金
が
足
り
な
い
参
加
者
と
資

金
が
余
っ
て
い
る
参
加
者
の
双
方
が
そ
れ
ぞ

す
る
家
族
と
法
◯

多
様
化

二
宮
周
平

山
路
を
登
り
な
が
ら

多
様
化
す
る
家
族
と
法
◯

多
様
化
す
る
家
族
と
法
◯

い
ち
か
ら
わ
か
る
中
央
銀
行
と
金
融
政
策
④

河
村
小
百
合

マ
イ
ナ
ス
金
利
下
で
の
日
本
の
短
期
金
融
市
場
の
実
情
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れ
多
数
存
在
す
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
活
発

な
短
期
金
融
取
引
が
行
わ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
足あ
し

許も
と

の
残
高
は
、
無
担

保
コ
ー
ル
で
は
五
～
六
兆
円
程
度
、
有

担
保
コ
ー
ル
で
は
一
～
二
兆
円
程
度
に

ま
で
激
減
し
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
状
況
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ

の
理
由
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
量
的
緩

和
、
そ
し
て
一
三
年
以
降
の
Ｑ
Ｑ
Ｅ
と

い
う
日
銀
の
金
融
政
策
運
営
に
お
い

て
、
①
意
図
さ
れ
た
短
期
金
利
の
誘
導

水
準
が
ゼ
ロ
％
な
い
し
足
許
で
は
マ
イ

ナ
ス
圏
内
と
極
め
て
低
く
な
っ
て
い
る

う
え
、
②
国
債
等
の
買
い
入
れ
の
対
価

と
し
て
日
銀
か
ら
渡
さ
れ
た
巨
額
の
資

金
は
、
民
間
銀
行
に
と
っ
て
は
運
用
先
、

貸
出
先
が
限
ら
れ
る
な
か
で
は
そ
の
大

半
が
余
剰
と
な
り
、
短
期
金
融
市
場
の

な
か
に
抱
え
込
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

図表１　日本のコール市場の残高の推移

1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016

暦年

（資料）日本銀行『金融経済統計月報』各号

量的
緩和

無担保コール
123,271
234,480
316,964
339,638
335,709
292,605
305,037
305,884
238,115
125,475
175,740
69,344
42,026
62,217
58,067
75,606
124,055
165,986
65,453
44,182
39,049
36,686
59,667
56,840
51,928
56,487
71,150

有担保コール
116,595
118,689
127,671
107,565
91,823
93,047
93,490
87,215
97,981
93,463
53,198
102,278
108,842
125,971
124,832
135,969
93,073
91,389
102,892
130,819
120,042
139,056
133,949
112,855
115,541
136,832
11,802

量的・質的金融緩和(QQE)開始

暦年 月
10
11
12
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
1
2
3
4
5

2015

2016

2017

2018

無担保コール
58,169
58,497
56,487
68,460
37,368
19,540
46,736
39,775
43,033
54,184
55,750
50,438
59,714
55,428
71,150
73,416
64,931
41,200
61,184
68,648
60,244
64,245
62,336
50,680
66,827
65,651
58,175
73,433
78,882
43,761
56,345
56,000

有担保コール
136,038
136,822
136,832
141,489
16,117
10,184
14,327
14,035
15,634
19,699
19,297
9,773
19,887
19,918
11,802
19,457
20,433
8,654
19,959
22,794
18,405
24,483
20,177
13,300
20,851
23,529
22,416
23,049
20,824
9,497
21,482
12,231

（末残ベース、億円）

←マイナス金利
　付きQQE開始

←長短金利操作
　付きQQE開始
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た
点
に
あ
る
。

２　

か
つ
て
は
活
発
だ
っ
た
短
期
金
融

　
　
　

取
引

図
表
２
は
こ
の
間
の
日
銀
の
バ
ラ
ン
ス
・

シ
ー
ト
（
以
下
Ｂ
Ｓ
）
の
大
ま
か
な
見
取
り

図
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
の
①
図
は
二
〇
〇
〇
年
末
時
点
。
九
〇
年

代
後
半
か
ら
の
不
良
債
権
問
題
に
よ
る
銀

行
危
機
で
日
本
経
済
全
体
が
苦
し
ん
で
い
た

時
期
だ
。
日
銀
は
こ
の
年
の
八
月
に
「
ゼ
ロ

金
利
政
策
」
を
い
っ
た
ん
解
除
し
た
後
、
翌

年
三
月
に
多
額
の
国
債
を
買
い
入
れ
る
「
量

的
緩
和
」
を
開
始
す
る
直
前
に
当
た
る
。
こ

の
と
き
、
日
銀
の
Ｂ
Ｓ
の
負
債
サ
イ
ド
に
あ

る
、
民
間
銀
行
が
預
け
る
当
座
預
金
は
わ
ず

か
六
・
八
兆
円
し
か
な
い
。
日
銀
は
当
時
、

国
債
を
多
額
に
買
い
入
れ
て
多
額
の
資
金
を

市
場
に
供
給
す
る
量
的
緩
和
の
よ
う
な
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
決
し
て
行
っ
て
は
お
ら
ず
、

短
期
金
融
市
場
全
体
に
必
要
最
小
限
の
資

金
し
か
供
給
し
て
い
な
か
っ
た
。
加
え
て
当

時
、
日
銀
当
座
預
金
に
は
利
息
は
一
切
つ
か

ず
、
民
間
銀
行
は
、
準
備
預
金
制
度
の
下
で

預
け
入
れ
が
義
務
付
け
ら
れ
る
分
や
、
民
間

銀
行
同
士
間
の
資
金
決
済
の
た
め
に
必
要
最

小
限
の
金
額
し
か
日
銀
当
座
預
金
に
は
預
け

入
れ
な
い
の
が
普
通
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
金

図表２　日銀のバランスシートの大まかな見取り図の比較

「当座預金残高」－「法定準備預金残高」
＝「超過準備」に相当

（2000年末、2005年末と2018年５月末）

① 2000年末
純資産　約107兆円

② 2005年末
純資産　約156兆円

国債
56兆円

買入手形
7.6兆円

その他

発行銀行券
63兆円

当座預金
6.8兆円
その他

（資料）日本銀行『金融経済統計月報』、『営業毎旬報告』各号の計数を基に作成

国債
98.9
兆円

買入手形
44兆円

その他

長期国債
63.1兆円

当座預金
33兆円

その他

うち法定準備
預金3.9兆円
程度

短期国債 
35.8兆円

発行銀行券
79兆円

資産 負債

資産 負債

国債
459
兆円

長期
国債
439.9
兆円

その他

発行
銀行券
104兆円

当座預金
384兆円

③ 2018年５月末
純資産　約541兆円

資産 負債

うち法定
準備預金
4.6兆円
程度

短期
国債 
19.5
兆円

共通担保オペ 
46.5兆円

その他
（ＥＴＦ等）

うち法定準備
預金9.9兆円
程度

（2018年3月
平残）
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融
調
節
が
行
わ
れ
る
も
と
で
当
時
の
コ
ー
ル

市
場
の
残
高
は
無
担
保
・
有
担
保
合
計
で
約

二
三
兆
円
。
資
金
を
貸
し
借
り
す
る
取
引
は

今
よ
り
は
る
か
に
活
発
だ
っ
た
。

３　

量
的
緩
和
で
日
銀
当
座
預
金
が
膨
張

そ
の
後
、
日
銀
は
銀
行
危
機
に
よ
る
経
済

の
底
割
れ
を
何
と
か
食
い
止
め
よ
う
と
、
国

債
を
多
額
に
買
い
入
れ
る
「
量
的
緩
和
」
を

二
〇
〇
一
年
三
月
に
開
始
し
た
。
日
銀
は
国

債
を
民
間
銀
行
か
ら
買
い
入
れ
る
た
め
、
民

間
銀
行
側
に
は
日
銀
か
ら
渡
さ
れ
た
巨
額
の

対
価
が
余
剰
資
金
と
し
て
あ
ふ
れ
返
る
こ
と

に
な
っ
た
。
図
表
２
の
②
図
は
、
二
〇
〇
六

年
三
月
ま
で
続
い
た
こ
の
量
的
緩
和
の
末

期
、
二
〇
〇
五
年
末
の
日
銀
の
Ｂ
Ｓ
だ
。
民

間
銀
行
側
は
持
っ
て
行
き
場
の
な
い
巨
額
の

資
金
を
や
む
な
く
、
無
利
子
の
日
銀
当
座

預
金
に
預
け
、
そ
の
規
模
は
三
三
兆
円
に
達

し
て
い
た
。
当
時
の
日
銀
の
短
期
金
利
の
誘

導
水
準
は
ゼ
ロ
％
。
市
場
参
加
者
の
誰
も
彼

も
が
巨
額
の
余
剰
資
金
を
抱
え
込
む
な
か
、

コ
ー
ル
取
引
は
無
担
保
を
中
心
に
一
気
に
細

る
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
１
）。

４　

金
利
ゼ
ロ
％
回
避
の
た
め
付
利
を

　
　
　

開
始

し
か
し
な
が
ら
二
〇
〇
六
年
三
月
に
量
的

緩
和
が
解
除
さ
れ
、
わ
ず
か
四
か
月
で
過
剰

な
当
座
預
金
（「
超
過
準
備
」）
が
日
銀
に
吸
収

さ
れ
、
短
期
金
利
が
〇
・
二
五
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
と
、
コ
ー
ル
取
引
は
徐
々
に
息
を

吹
き
返
し
た
（
図
表
１
）。「
中
央
銀
行
が
短

期
金
利
を
ゼ
ロ
％
に
誘
導
す
る
と
短
期
金
融

取
引
が
細
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
当
時
の
教

訓
は
他
の
中
央
銀
行
に
も
共
有
さ
れ
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
二
〇
〇
八
年
秋
に
は
、
他
の
主

要
中
銀
と
足
並
み
を
揃そ
ろ

え
て
日
銀
も
当
座
預

金
に
〇
・
一
％
の
付
利
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。
ど
の
銀
行
も
い
つ
で
も
預
け
ら
れ
る
日

銀
当
座
預
金
に
〇
・
一
％
の
利
息
が
つ
く
と

な
れ
ば
、
実
際
に
は
そ
れ
が
市
場
金
利
の
下

限
と
し
て
機
能
し
、
市
場
参
加
者
同
士
で
の

取
引
は
〇
・
一
％
を
上
回
る
金
利
水
準
で
成

立
す
る
場
合
に
の
み
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

た
め
、
市
場
金
利
が
ゼ
ロ
％
に
ま
で
低
下
し
、

短
期
金
融
取
引
が
細
っ
て
し
ま
う
事
態
は
避

け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

５　

マ
イ
ナ
ス
金
利
で
取
引
は
激
減

そ
し
て
、
黒
田
日
銀
の
も
と
で
Ｑ
Ｑ
Ｅ

が
五
年
以
上
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
二
〇 

一
八
年
五
月
末
時
点
の
日
銀
の
Ｂ
Ｓ
を
示
し

た
の
が
図
表
２
の
③
図
で
あ
る
。
日
銀
当
座

預
金
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
量
的
緩
和
時
を

大
き
く
凌り
ょ
う
が駕
す
る
三
八
四
兆
円
規
模
に
ま
で

す
で
に
膨
張
。
そ
れ
で
も
Ｑ
Ｑ
Ｅ
の
導
入
当

初
か
ら
約
三
年
間
は
、
当
座
預
金
へ
の
〇
・

一
％
の
付
利
が
継
続
さ
れ
て
い
た
た
め
、

コ
ー
ル
市
場
で
も
そ
れ
な
り
の
規
模
の
取
引

が
行
わ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
二
〇
一
六
年
二
月
に
「
マ
イ
ナ
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ス
金
利
政
策
」
が
導
入
さ
れ
る
と
状
況
は
一

変
。
コ
ー
ル
取
引
は
急
減
し
た
。
マ
イ
ナ
ス

金
利
と
は
、
プ
ラ
ス
金
利
で
あ
れ
ば
「
お
金

を
借
り
る
側
が
貸
す
（
預
け
る
）
側
に
利
息

を
支
払
う
」
の
と
は
逆
に
、「
お
金
を
貸
す

（
預
け
る
）
側
が
お
金
を
借
り
る
側
に
利
息
を

支
払
う
」
と
い
う
も
の
。
突
然
の
政
策
変

更
に
対
し
て
、
当
初
は
民
間
金
融
機
関
側
の

シ
ス
テ
ム
対
応
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
も
の

の
、
対
応
が
進
む
に
つ
れ
て
無
担
保
の
取
引

は
徐
々
に
回
復
し
た
が
、
有
担
保
コ
ー
ル
取

引
の
残
高
は
一
気
に
一
〇
分
の
一
程
度
に
縮

小
し
て
し
ま
い
、
足
許
ま
で
そ
の
状
態
が
続

い
て
い
る
。
日
銀
は
二
〇
一
六
年
九
月
に
は

金
融
政
策
運
営
を
「
長
短
金
利
操
作
付
き
Ｑ

Ｑ
Ｅ
」
に
切
り
替
え
、
一
〇
年
物
長
期
金
利

の
誘
導
水
準
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
が
、
日

銀
当
座
預
金
へ
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
適
用
方
式

や
適
用
金
利
水
準
は
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
い

る
か
ら
だ
。

６　

三
層
構
造
方
式
の
日
銀
の
マ
イ
ナ

　
　
　

ス
金
利

日
銀
が
二
〇
一
六
年
二
月
に
マ
イ
ナ
ス
金

利
政
策
を
導
入
し
た
時
点
で
す
で
に
、
民
間

銀
行
は
日
銀
に
巨
額
の
当
座
預
金
を
預
け
る

状
態
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
当
座
預
金
全
体

に
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
適
用
す
る
と
、
民
間
銀

行
全
体
が
巨
額
の
マ
イ
ナ
ス
の
利
息（ 
手
数

料
）
を
日
銀
に
支
払
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る

た
め
、
日
銀
は
当
座
預
金
を
図
表
３
の
よ
う

な
三
層
に
分
け
て
、
そ
の
一
部
に
限
っ
て
マ

イ
ナ
ス
金
利
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
す

な
わ
ち
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
導
入
の
時
点

で
民
間
銀
行
が
日
銀
当
座
預
金
に
預
け
て
い

た
残
高
は
「
基
礎
残
高
」
と
し
、
従
前
ど
お

り
プ
ラ
ス
〇
・
一
％
の
利
息
を
日
銀
が
民
間

（資料）日本銀行『本日の決定のポイント』、2016年１月
29日（同年２月３日公表Q８追加版）を基に日
本総合研究所作成

図表３　日本銀行が2016年２月から導入
した「マイナス金利付き量的・質
的金融緩和」における階層方式に
よる補完当座預金制度の概要

日銀当座預金残高

政策金利残高

マクロ加算残高

基礎残高 ＋0.1%

▲0.1%

0%

残
高

時間≒

図表４　日銀当座預金の三層構造

①基礎残高

（資料）日本銀行金融市場局『2017年度の金融市場調節の概要』４ページ

階層 対象 付利金利

②マクロ
　加算残高

③政策金利
　残高

「2015年１月～12月積み期間（2015年
1月16日～2016年1月15日）の当座預
金平残（基準平残）」ー「所要準備額」

+0.1％

0.0％

▲0.1％当座預金残高のうち①と②を上回る
金額

「所要準備額」

「貸出支援基金等の平均残高」等

「ＭＲＦに関する特則の適用対象預金
残高」

「マクロ加算額（基準平残×基準比率）」

図表４　日銀当座預金の三層構造

①基礎残高

（資料）日本銀行金融市場局『2017年度の金融市場調節の概要』４ページ

階層 対象 付利金利

②マクロ
　加算残高

③政策金利
　残高

「2015年１月～12月積み期間（2015年1月16日～2016年
1月15日）の当座預金平残（基準平残）」ー「所要準備額」 +0.1％

0.0％

▲0.1％当座預金残高のうち①と②を上回る金額

「所要準備額」

「貸出支援基金等の平均残高」等

「ＭＲＦに関する特則の適用対象預金残高」

「マクロ加算額（基準平残×基準比率）」
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銀
行
に
支
払
う
。
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ス
金
利

政
策
導
入
後
に
民
間
銀
行
側
が
日
銀
に
新
た

に
預
け
入
れ
る
残
高
（「
政
策
金
利
残
高
」）
に

つ
い
て
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
適
用
す
る
。
な

お
、
こ
の
政
策
金
利
残
高
は
時
間
の
経
過
と

と
も
に
大
き
く
膨
ら
み
、
民
間
銀
行
側
の
マ

イ
ナ
ス
金
利
負
担
が
過
度
に
大
き
く
な
り
か

ね
な
い
。
そ
こ
で
、
日
銀
側
で
適
時
、
中
間
の

「
マ
ク
ロ
加
算
残
高
」
を
設
定
し
、
民
間
銀

行
に
と
っ
て
準
備
預
金
制
度
で
預
け
入
れ
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
分
な
ど
と
合
わ
せ
て

ゼ
ロ
金
利
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ

る
（
図
表
４
）。

７　

コ
ー
ル
取
引
の
変
質

こ
う
し
た
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
枠
組
み

の
も
と
、
三
層
別
に
み
た
日
銀
当
座
預
金
は

そ
の
後
、
実
際
に
は
図
表
５
の
よ
う
に
推
移

し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
民
間
銀
行
に
よ
る

日
銀
当
座
預
金
の
運
用
状
況
は
、
業
態
別
に

か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

図表５　日銀当座預金の適用金利別残高の推移（補完当座預金制度適用先）
（兆円）
400
350
300
250
200
150
100
50
0
2016/2 2017 2018（年／月）

ゼロ金利

マイナス金利
（資料）日本銀行『金融経済統計月報』、『時系列統計データ』

（注）「補完当座預金制度」とは、日銀当座預金のうちのいわ
ゆる「超過準備」（民間銀行等の余剰資金の預け入れ
分）に利息を付す制度。日銀と当座取引のある金融機関
のほとんど（銀行、証券会社、短資会社等）が対象となる
が、政府系金融機関や清算機関等、日銀と当座取引が
あっても対象外となっている機関も一部にある。投資信
託、保険会社等はそもそも、日銀に当座預金を有してい
ないため、対象外である。

プラス金利

図表６　日銀当座預金の三層構造の業態別分布
（兆円）
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プラス金利

（資料）日本銀行金融市場局『2017年度の金融市場調節の概要』６ページ
（原資料）日本銀行「業態別の日銀当座預金残高」

プラス金利
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図
表
６
が
示
す
よ
う
に
、
都
市
銀
行
（
い

わ
ゆ
る
「
メ
ガ
バ
ン
ク
」）
は
、
マ
イ
ナ
ス
金
利

に
よ
る
負
担
を
回
避
す
べ
く
、
余
資
が
あ
っ

て
も
決
し
て
日
銀
当
座
預
金
に
は
預
け
増

し
す
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
他
で
運
用
し
て

政
策
金
利
残
高
を
生
じ
さ
せ
ず
、
か
つ
、
日

銀
側
が
適
時
に
一
定
の
条
件
で
設
定
す
る
マ

ク
ロ
加
算
残
高
は
、
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い
ゼ

ロ
％
で
資
金
を
置
け
る
貴
重
な
枠
で
あ
る
ゆ

え
余
裕
枠
は
一
切
残
さ
ず
フ
ル
に
日
銀
に
預

け
る
と
い
う
運
用
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
地
方
銀
行
や
第
二
地
方
銀

行
は
、
業
態
全
体
と
し
て
こ
の
マ
ク
ロ
加
算

残
高
の
余
裕
枠
を
一
定
程
度
残
す
形
で
の
日

銀
当
座
預
金
運
用
が
続
い
て
い
る
。
他
方
、

信
託
銀
行
や
そ
の
他
の
補
完
当
座
預
金
制
度

適
用
先
の
一
部
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
等
）
は
、
国

債
償
還
資
金
の
流
入
や
、
家
計
等
か
ら
の
預

金
流
入
が
続
き
、
持
っ
て
行
き
場
の
な
い
そ

れ
ら
の
資
金
を
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
コ
ス
ト

負
担
を
伴
う
政
策
金
利
残
高
を
積
み
増
す
形

で
日
銀
当
座
預
金
に
預
け
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
信
託
銀
行
等
は
、
日

銀
当
座
預
金
に
政
策
金
利
残
高
の
形
で
預
け

増
し
を
す
れ
ば
、
▲
〇
・
一
％
の
手
数
料
を

日
銀
に
徴
求
さ
れ
て
し
ま
う
の
に
対
し
、
例

え
ば
▲
〇
・
〇
五
％
と
い
う
若
干
で
も
ゼ

ロ
％
に
近
い
高
め
の
金
利
で
受
け
入
れ
て
く

れ
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
当
然
そ
ち
ら
に
預

け
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
上

述
の
よ
う
な
日
銀
当
座
預
金
の
運
用
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
あ
る
地
銀
や
第
二
地
銀
で
、ゼ
ロ
％

が
適
用
さ
れ
る
マ
ク
ロ
加
算
残
高
に
つ
い
て

日
銀
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
分
を
フ
ル
に
は

利
用
し
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
地
銀
等
は
、
信

託
銀
行
等
か
ら
▲
〇
・
〇
五
％
で
資
金
を
預

か
る
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
金
利
取
引
を
行
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
日
銀
当
座
預
金
の
ゼ
ロ
％
が

適
用
さ
れ
る
マ
ク
ロ
加
算
残
高
の
枠
で
運
用

す
れ
ば
、
信
託
銀
行
等
か
ら
得
た
マ
イ
ナ
ス

金
利
分
の
利
息
が
得
ら
れ
る
か
ら
だ
。

こ
れ
が
現
在
の
日
本
の
短
期
金
融
市
場
で

行
わ
れ
て
い
る
コ
ー
ル
取
引
の
実
態
だ
。
要

す
る
に
、
ど
の
市
場
参
加
者
も
手
許
に
余
剰

資
金
が
あ
ふ
れ
返
っ
て
い
る
な
か
で
、
日
銀

が
現
在
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
運
営
上
設

定
し
て
い
る
三
層
構
造
を
利
用
し
た
裁
定
取

引
が
、
一
部
の
市
場
参
加
者
に
よ
っ
て
細
々

と
行
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、

か
つ
て
資
金
不
足
の
参
加
者
と
資
金
余
剰
の

参
加
者
が
と
も
に
多
数
存
在
す
る
な
か
で

行
わ
れ
て
い
た
活
発
な
取
引
と
は
明
ら
か
に

性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
は
、
日
銀
が
民
間
銀

行
に
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
課
し
て
も
、
民
間
銀

行
は
そ
れ
を
同
じ
よ
う
に
自
ら
の
顧
客
で
あ

る
預
金
者
に
課
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
た

め
、
現
行
政
策
の
長
期
化
が
民
間
銀
行
の
資

金
繰
り
を
悪
化
さ
せ
、
経
営
を
圧
迫
し
て
い

る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
い
っ
た
い
何
の

た
め
の
金
融
政
策
運
営
な
の
か
、
と
い
う
感

を
禁
じ
得
な
い
。

（
㈱
日
本
総
合
研
究
所
調
査
部
上
席
主
任
研
究
員
）


